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〔第２７回〕潜水資機材
　　　　　　　　　　　　　　　　　高瀬　史明

今さら聞けない資機材の使い方

（稚内地区消防事務組合
 　　　　　　　消防署）

   今回の「今さら聞けない資機材の使い方」を担当させ
て頂きます、稚内地区消防事務組合消防署の高瀬史明と申
します。
　始めに、稚内地区消防事務組合の紹介をしたいと思います。
　稚内地区消防事務組合は稚

わっかない　　

内市、豊
とよとみ

富町、猿
さるふつ

払村からな
り、その３市町村を管轄区域としています。稚内市の総面
積は761.49㎡、人口は３万6,215人（平成27年４月現在）。
３市町村の中の基幹自治体である稚内市に消防本部が設置
され、それに併設して稚内消防署、豊富町に豊富支署、猿
払村に猿払支署を配置する１本部１署２支署体制が敷かれ
ています。
  日本の最北端に位置する稚内市は、宗谷海峡からわずか
43㎞の地にサハリン（旧樺太）の島影を望む国境の街。東
はオホーツク海、西は日本海に面し、「水産」・「酪農」・

「観光」を基幹産業とする宗谷地方の行政、経済の中心地
です。

  ２　潜水資機材について
　稚内消防署では人命救助活動を要する水難事故に対処す
る目的で、平成８年８月８日より救助隊潜水班の運用を開
始しました。ここでは我が稚内消防署の救助隊潜水班が所
有している資機材を基本に説明させて頂きます。

（１）　マスク

　目と水の間を空気の層で覆うことにより水中を観察する
ことができます。目を水中の刺激や汚染水から保護する役
目もあります。レンズは耐衝撃性が高く万一破損したとき
の破壊面が鋭角にならないもの、ストラップ部分には耐熱
性、耐寒性、耐水性などに優れているシリコンゴムのもの
が一般的です。また、鼻が入るポケットがついていて、耳
抜きをするときも鼻が摘まみやすくなっています（写真
２）。

  １　はじめに
　水中における活動は、水圧、流速、水温等及びそれらに
伴ういろいろな物理的、生理的作用を受け、直接生命に係
わる危険な環境条件の中で行われます。このため、水難救
助活動に際しては、危険を強く認識するとともに、平素か
ら潜水業務に関する基礎知識と技術の向上に努め、陸上、
水上（水中）の連携体制を確立し、班員個々の技術を高め
迅速、確実かつ安全な活動が要求されます（写真１）。
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写真１　訓練の様子
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　冬期間などの寒冷期、汚染水域に潜水する場合などはフ
ルフェイスマスクと呼ばれる、レギュレーターが組み込ま
れ、口を含む顔面全体を覆うマスクを使用する場合があり
ます（写真３）。水中での視界が広く大きく取れ、鼻呼吸
が可能、水中無線機を取り付ければダイバー同士、または
陸上と会話が可能などのメリットもありますが、器材とし
てかさばる、装着に手間がかかる、内容積が大きいのでマ
スク全体に浮力が付くなどのデメリットもあります。
　水中での物の見え方として、光の屈折率の関係上、実際
よりも大きく（約1.33倍）、また近くにあるように感じま
す。（３／４の距離）

がついており、ブーツを履いたまま使用でき、パワフルな
推進力を出せるなどの理由から、ほとんどのダイバーがス
トラップタイプを使用しています。

写真３　フルフェイスマスク

（２）　シュノーケル

　水面で眼下を見下ろしたままで連続呼吸が出来る器材で
す（写真４）。息継ぎのつど顔を上げる必要がないので体
力の消耗を軽減できます。また、ボンベのエアーを吸わず
にすみますので、水面移動する場合の必需品でもありま
す。シュノーケルにはＪ型・Ｌ型・ジャバラ型・排水弁付
のものなどがあります。また多くはシュノーケルの先端に
波しぶきよけのガードがついていて、シュノーケルの中に
水が入りにくい構造になっています。基本的にマスクの左
側に取り付け、一緒に保管しておきます。

  以上の ⑴ マスク、⑵ シュノーケル、⑶ フィンをあわせ
て、３点セットと呼びます。通常は、すべての装備を完全
着装し入水しますが、現着時、水面に溺者がいて緊急的な
救助が求められる場合などは、潜水士が３点セット及び救
助ロープのみを携行し、溺者の救助を行います。

（４）　ダイビングスーツ

　スクーバ潜水に使用されるスーツには大きく分けて、ウ
ェットスーツ（湿式）とドライスーツ（乾式）に分けられ
ます。
  ウェットスーツは、潜水士の身体にぴったり合うように
作られ、着用したときには服の空間に水を満たし、スクイ
ーズを防ぎます。なおこの水はわずかでしかも外に逃げま
せんので、放熱を促進させることはありません。またこの
タイプは着用しやすく、また身体を動かしやすいのが利点
です。
  ドライスーツ（ネオプレーン製）は、大きな特徴として
ウェットスーツに比べ保温力が大きく、それだけ低い水温
の下でより長い時間耐えられることです。したがって、寒
冷地や長時間の救助現場ではドライスーツが多く使用され
ています。ご存じのとおり、稚内消防署は日本最北端の地

写真２　マスク

図４　シュノーケル

（３）　フィン

　フィンは水中で推進力を得るためや水中でのバランスを
とるために必要な装備品です。フィンによる推進力は脚全
体を上下に動かしフィンキックによって得ることができま
す。フィンはストラップタイプとフルフットタイプに大き
く分けられます。ストラップタイプ（写真５）は、つま先
を入れるポケットとかかとの部分に調整可能なストラップ

写真５　フィン（ストラップタイプ）

写真７　ドライスーツ
　　　（ネオプレーン製）

　写真６　ドライスーツ
　　　　（シェルタイプ）

資機材第27回_A.indd   2 2015/05/19   16:46:37



3 3’15.07 ’15.07

今さら聞けない資機材の使い方⑰

（６）　レギュレーター

　タンクの中の高圧の空気を人が吸える圧力まで減圧する
ものです（写真９）。タンクの高圧空気を周囲の水圧と同
じ程度まで下げ、息を吸ったときにだけ空気を送り出しま
す。タンクのバルブに取り付けるファーストステージ（写
真10）と、マウスピースがついているセカンドステージ
（写真11）という２つのステージがあり、タンク内の高圧
空気は、この２つのステージを通って圧力が低下する構造
となっています。
　レギュレーターの先端にはセカンドステージ、残圧計や
コンパス（写真12）などがついているゲージ、またカプラ
ーがついている中圧ホースが２本あります、この中圧ホー
スはＢＣジャケットに接続し、もう１本はドライスーツへ
と接続します。

（７）　その他

　今まで記述してきた装備品はごくごく一部の基本的な装
備であり、潜水士はその他にも、潜水用ヘルメット（写真
13）、フード（写真14）、水難救助用グローブ（冬（写真
15）、夏（写真16））、水中ライト（写真17）、捜索ロー
プ（写真18）、ダイバーナイフ（写真19）、ダイバーウォ
ッチ（写真20）、各種ウェイト（写真21）、アクアソナー

であり、真冬の水温は摂氏０度を下回ることもありますの
で、ドライスーツを使用しています。
  また、稚内消防署にはシェルタイプ（写真６）のドライ
スーツとネオプレーンタイプ（写真７）のドライスーツの
２種類があります。シェルドライは素材自体には保温性が
ないため、基本的にインナーウェアを着用して使用しま
す。また、ネオプレーンドライに比べ、耐久性の高い素材
が使われており、破損しにくく長持ちします。体にフィッ
トするように作られているネオプレーンドライに対し、イ
ンナーを着用するシェルドライは大きさに余裕があるた
め、容易に着ることができます。しかし寒冷地の場合、い
くらインナーウェアを着用したとしても、ネオプレーンド
ライの方が、はるかに暖かいスーツです（写真８）。

写真８　完全着装（横）

（５）　ＢＣジャケット（浮力調整器具）

  簡単に言いますと、空気を出し入れして浮力をコントロ
ールするための空気を入れる袋です。主な特徴としてタン
クから空気を直接ＢＣジャ
ケットに入れ、浮力を確保
するパワーインフレーショ
ンシステムを備えています
（写真９）。また間違って
空気を入れすぎたり、浮
上中に空気が膨張すること
が原因でＢＣジャケットが
破裂するのを防ぐためのバ
ルブがついています。浮力
を減らすには、排気用のホ
ースまたはバルブを使って
ＢＣジャケットから空気を
抜きます。

写真12　コンパス・圧力計

写真９　レギュレーター 写真10　ファーストステージ

写真11　セカンドステージ

写真14　フード写真13　潜水用ヘルメット
写真９　ＢＣジャケット

　（ボンベ着装）
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（写真22）、水鎮（写真23）、浮標（写真24）など、様々
な資機材を装備し潜水業務にあたります。
　稚内消防署救助隊・潜水班の主な潜水業務基準として、
①スクーバ潜水で２人１組を原則、②潜水業務区域は、港
内又は陸上から50ｍ以内の区域、③水深11ｍ未満、④水中
視界0.5ｍ以上、⑤水流又は海潮流の流速は、１ノット（約
0.5 ／秒）以下、⑥波浪は風波階級３（波高0.5ｍ～ 1.5ｍ以
下）、うねりは風波階級２（波高は２ｍ未満で長く弱いう
ねり）以下などの基準を設けていますが、消防署長が十分
な安全が確保できると判断した場合は、この限りでないと
定めています。水難救助の現場は必ずしも、気象条件や
潜水環境が整っている場合だけではありません。悪天候
など気象条件の悪い状況の時にこそ災害の発生率は高く
なります。

３　お わ り に
　水難救助現場は、常に危険と隣り合わせであり、さらに
水中では陸上とは違い、瞬時に隊員同士の意思疎通が困難
なため、日頃から隊としてのチームワーク、連携、信頼関
係が重要です。訓練はもちろんのこと、隊員個々が知識・
技術・体力の向上をはかり、隊全体としてレベルアップを
することが、より安全な救助へとつながります。
  これは水難救助に限らず、消防職員としてすべての人命
救助の現場と同じことです。
　火災はもちろんのこと、いつ起きるかわからない様々な
災害に対して、今自分が何をすべきか、何ができるのかを
常に考え、行動することが大切だと考えます。

　次回は「●●●●●●●」の予定です。
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写真23　水鎮

写真21　アンクルウェイト

写真17　水中ライト 写真18　捜索ロープ

写真15　水難救助用
潜水グローブ（冬用）

写真16　水難救助用
潜水グローブ（夏用）

写真19　ダイバーナイフ 写真20　ダイバーウォッチ

写真22　アクアソナー

写真24　浮標

写真25　資機材運搬車
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